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向夏の候、皆さまいかが

お過ごしでしょうか。日頃

より皆さまの協力のもと、

後援会活動ができている

ことに心から感謝を申し

上げます。 

６月 18 日付北海道新聞に重度の障がいのある娘

を持つ室蘭在住の今さんと元中学校教師で作家であ

る坂本先生の記事がございました。坂本先生は私と

同じ歳ということで注目しておりましたが、今回先

生と今さんの書簡の内容を少し拝見しまして、教育

や障がいと向き合う苦悩や希望を感じました。室蘭 

 

 

にもこのような方がおられたのかと感動いたしまし

た。 

 室蘭言泉学園では今年度から新しく室蘭市子ども

発達支援センターあいくるが開設され、発達に不安

のある幼児への支援を開始したようです。支援を必

要とする方に必要な支援が届くよう、微力ながらお

手伝いをしたいと思っております。 

 今年度も会員の皆さまと後援会活動を充実させて

参りたいと考えておりますので、引き続きご協力を

お願い申し上げます。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

発行日：令和６年６月２８日 

発行者：室蘭言泉学園後援会 

住 所：〒051－0004 

室蘭市母恋北町 1 丁目 4－2 

ＴＥＬ：0143－ 50－ 6720 

 
 

後援会だより 
法人ニュースや 

お知らせ情報は 

ホームページで 

室蘭言泉学園後援会 会長 立野 了子 

室蘭言泉学園    検索 

 令和６年４月から室蘭市が運営しておりました室

蘭市子ども発達支援センターの事業移管を受け、社会

福祉法人室蘭言泉学園室蘭市子ども発達支援センタ

ーあいくる、相談部門は相談支援室「げんせん」分室

として法人の事業所に加わりました。 

 あいくるを運営することとなり、法人では幼児の療

育から高齢の方の生活支援まで行うことができるよ

うになりました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

あいくるでは児童発達支援事業、放課後等デイサー

ビス事業、保育所等訪問支援事業という３つの事業を

行っております。 

児童発達支援事業では、発達に不安や集団生活に課

題のある子どもが通園し、課題の解消や自立を目指し 

運営機関が変わることで子

ども達や保護者の方も不安な

部分があると思いますが、言

泉学園になって良かったと思

っていただける事業所にした

いと考えております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

て療育を行います。 

放課後等デイサー

ビスでは、車いすを利

用する方も通所可能

で、医療機関の指示に

よる理学療法士の個

別機能訓練もプログ

ラムに加えることが

できます。 

室蘭市子ども発達支援センターあいくるが仲間入り 

          できます。 

 保育所等訪問支援事業は支援が必要な子ども達が

通園している保育所等を訪問し、児童や施設に対し

て支援を行う事業です。いずれも専門性を求められ

る事業ですが、これまであいくるで支援を行ってき

た職員と法人の別事業で研鑽を積んだ職員が一丸と

なって支援に当たります。 
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充実した活動を 
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新しいシューズで部活動！ 
 
 言泉学園の児童がこの度、高等聾学校

に入学しサッカー部に入部しました。後

援会の療育訓練費より、サッカーシュー

ズや室内シューズ、練習着の購入してい

ただきました。 

これから試合で活躍できるように一生

懸命練習に励んでいきます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかすぎ学園 50 年の感謝 
 
 わかすぎ学園が令和５年度に開設 50

周年を迎え、開設記念行事としてお食事

会を開催して子ども達によるスピーチや

スライドショーで盛り上がりました。ま

た、50 周年記念誌の作成を行い、在園

生や職員の想いを集めました。 

 50 周年を迎えられたことも、後援会

員の皆さまをはじめ、多くの方の理解と

ご支援に支えられてのことです。これか

らも社会的養護を必要とする子ども達が

安心して暮らせる施設であり続け、継続

した事業を目指して精進いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

令和６年度重点活動目標 
 

（１）新会員の開拓から組織の強化を図る。 

（２）障害サービス事業所で取組む授産製品の販路開拓に

協力推進する。 

（３）年間事業計画の充実と強化推進 
 
 

令和５年度後援会決算報告 

 

《普通預金》  【収入の部】 

  
《普通預金》   【支出の部】  

  
《積立預金》

 

科 目 予算額 決算額 差額 適 要 

前期繰越金 218,120 218,120 0  

会費収入 550,000 562,000 12,000  

寄付金収入 0 10,000 10,000  

雑収入 40 103,593 103,553 
受取利息、幼

稚園費戻し 

①収入合計 768,160 893,713 125,553  

積 立 金 前年度繰越金 本年度積立金 累計積立金 

内
訳 

事業所補助積立預金 1,150,000 0 1,150,000 

教育資金 積立預金 1,150,000 0 1,150,000 

積立預金合計 2,300,000 0 ２,300,000 

科 目 予算額 決算額 差額 適 要 

事務費支出(A) 97,000 105,085 8,085  

一般物品費 12,000 11,831 -169  

印刷製本費 20,000 27,869 7,869 広報誌発行 

通信運搬費 45,000 49,587 4,587 
領収はがき、

広報誌発送他 

会議費 15,000 10,430 -4,570 総会開催費用 

雑費 5,000 5,368 368 感謝状関連 

事業費支出（B） 640,000 329,852 -310,148  

療育訓練費 300,000 39,852 -260,148 部活動補助 

各種祝金 70,000 70,000 0 退園祝金 

中型免許取得

費補助 
50,000 0 50,000 

 

イベント補助 220,000 220,000 0 
退園・入進学

を祝う会等他 

開設補助費 0 0 0  

予備費（C） 31,160 0 -31,160  

積立預金支出

（D） 
0 0 0 

 

事業所補助積

立預金積立 
0 0 0 

 

教育資金積立

預金積立 
0 0 0 

 

② 支 出 合 計

（A+B+C+D） 
78,160 434,937 -333,223 

 

①-②    当期収支差額 458,776 次年度繰越金 

 部活動用品の補助の申請がある

度に、何部に入るのかな？と想像し、届いた写真を

見ては楽しい学校生活を、と感じています。昔に比

べると国や道からの支援が増えましたが、まだ不足

している部分があります。部活や習い事を諦めず、

充実した学校生活を送ってほしいです。（事務局） 

編集後記 

 
 

 

事務局：（社福）室蘭言泉学園 
    本部事務局 
連絡先：〒051-0004 
    室蘭市母恋北町 1 丁目 4 番２号 
    0143-50-6720 
 

福祉応援団を募集しています 
一緒に活動しませんか？ 

募 会 員 集 
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